
    
宅
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

○
健
康
づ
く
り

○
子
ど
も
発
達
・
子
育
て
支
援

○
介
護
サ
ー
ビ
ス
（
介
護
保
険
、
介
護

　

予
防
・
生
活
支
援
な
ど
）

○
人
権
行
政
・
同
和
行
政
の
推
進

○
医
療
体
制
の
充
実

■■
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
と
の
出
会
い
に
よ

　

る
「
人
づ
く
り
」

2
教
育
・
文
化
の
充
実

　

七
十
六
億
二
千
八
百
万
円

○
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
の
推
進

○
家
庭
と
地
域
社
会
と
の
連
携

○
パ
ソ
コ
ン
教
育
推
進

○
教
育
を
考
え
る
市
民
会
議

○
ア
ル
カ
ス
S
A
S
E
B
O
管
理
運
営

○
男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
進

○
全
国
高
校
総
体

■■
新
た
な
価
値
を
生
み
出
す
「
仕
事
づ

　

く
り
」

3
地
域
経
済
の
活
性
化

　

七
十
二
億
九
千
七
百
万
円

○
中
小
企
業
経
営
基
盤
強
化

○
観
光
の
活
性
化
（
観
光
宣
伝
、
観
光

　

客
受
け
入
れ
基
盤
整
備
、
観
光
商
品

　

づ
く
り
）

■■
多
彩
な
交
流
を
支
え
る「
街
づ
く
り
」

4
生
活
の
安
全
確
保

　

三
十
七
億
五
百
万
円

○
総
合
防
災
訓
練
、
自
主
防
災
組
織　

　

の
育
成

○
消
防
施
設
整
備

5
自
然
環
境
の
保
全
と
生
活
環
境
の
整
備

　

五
十
五
億
一
千
三
百
万
円

○
環
境
保
全
啓
発
、
環
境
教
育
な
ど

○
ご
み
の
減
量
化
・
資
源
化

○
廃
棄
物
処
理
施
設
整
備

○
水
資
源
の
確
保
（
石
木
ダ
ム
建
設
推

　

進
な
ど
）

○
下
水
道
の
普
及
促
進

6
交
通
体
系
の
整
備
と
市
街
地
・
港
づ

　

く
り

　

七
十
六
億
九
百
万
円

○
道
路
・
交
通
網
整
備

○
佐
世
保
駅
周
辺
再
開
発
事
業
（
レ
イ

　

ン
ボ
ー
・
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
整
備
な
ど
）

○
ポ
ー
ト
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス　

計
画
の
推
進

21

○
行
政
拠
点
地
区
整
備

○
都
市
デ
ザ
イ
ン
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に

　

よ
る
ま
ち
づ
く
り

○
交
通
事
業

○
公
共
交
通
対
策

■■
市
民
と
と
も
に
築
く
ま
ち
づ
く
り

7
市
民
参
加
と
質
の
高
い
行
政
の
実
現

　

百
七
十
三
億
九
千
万
円

○
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム

○
市
町
村
合
併
推
進

○
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
市
民
参
加
の

　

仕
組
み
の
構
築

■■
基
地
問
題

○
前
畑
弾
薬
庫
の
移
転
・
返
還

○
佐
世
保
港
の
す
み
分
け

※
こ
の
ほ
か
、
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
関
連

　

緊
急
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
業
費
と

　

し
て
、
二
千
九
百
五
十
万
円
を
補
正

　

し
ま
し
た
。

　

世
紀
か
ら　

世
紀
へ
と
向
か
う
歴

20

21

史
的
な
転
換
点
と
そ
の
歩
み
を
同
じ
く

し
て
、
本
市
も
市
制
施
行
百
周
年
と
い

う
大
き
な
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

市
制
施
行
百
周
年
に
か
か
わ
る
さ
ま

ざ
ま
な
記
念
行
事
を
通
じ
て
、
私
は
、

市
民
の
皆
さ
ま
の
ふ
る
さ
と
佐
世
保
へ

の
想
い
と
情
熱
を
肌
で
感
じ
取
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
市
民
と
し
て
の
一
体

感
は
十
二
分
に
醸
成
さ
れ
、
新
し
い
百

年
に
向
け
て
の
胎
動
が
始
ま
っ
て
い
る

よ
う
に
思
え
ま
す
。

　

市
長
と
し
て
の
2
期
8
年
の
政
策
・

事
業
を
顧
み
ま
す
と
、
駅
周
辺
再
開
発

事
業
、
ポ
ー
ト
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス　

計
画

21

な
ど
の
基
盤
整
備
に
つ
い
て
は
、
着
実

に
完
成
に
近
付
き
つ
つ
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
西
九
州
自
動
車
道
に
つ
い
て
も
、

佐
世
保
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
（
仮
称
）

ま
で
の
「
佐
世
保
道
路
」
の
完
成
に
向

け
て
、
こ
と
し
3
月
末
に
着
工
と
な
り

ま
し
た
。

　

併
せ
て
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
視
点
、

意
見
を
施
策
に
反
映
さ
せ
る
市
民
協
働

の
関
係
を
構
築
す
る
た
め
の
具
体
的
な

シ
ス
テ
ム
の
実
現
、
子
ど
も
を
取
り
巻

く
教
育
問
題
を
は
じ
め
と
す
る
人
材
育

成
な
ど
「
住
み
た
い
街　

佐
世
保
」
の

構
築
に
あ
た
り
、
肉
付
け
と
な
る
施
策

の
実
施
が
、
今
後
の
課
題
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

百
周
年
記
念
事
業
で
沸
き
上
が
っ
た

こ
の
活
気
、
高
揚
を
財
産
と
し
て
、
ま

ず
は
観
光
の
活
性
化
の 
鍵 
と
な
る
コ
ン

か
ぎ

ベ
ン
シ
ョ
ン
事
業
の
展
開
や
こ
の
夏
の

全
国
高
校
総
体
の
成
功
へ
と
結
び
付
け

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
市

町
村
合
併
に
つ
い
て
は
、
世
知
原
町
と

の
法
定
合
併
協
議
会
を
設
置
し
て
、
具

体
的
な
協
議
を
始
め
ま
し
た
。

　

国
内
の
長
引
く
景
気
低
迷
の
中
で
、

本
市
財
政
も
財
源
不
足
は
避
け
ら
れ
な

い
状
況
で
あ
り
ま
す
が
、
一
方
で
は
、

地
域
経
済
の
活
性
化
、
循
環
型
社
会
の

形
成
、
少
子
・
高
齢
社
会
へ
の
対
応
、

教
育
文
化
の
充
実
、
既
成
市
街
地
の
再

整
備
、
Ｉ
Ｔ
（
情
報
技
術
）
を
活
用
し

た
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
な
ど
、
多
く

の
政
策
課
題
に
適
切
に
対
処
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
分
野
に
重
点

的
に
財
源
を
配
分
す
る
こ
と
と
し
、
行

政
評
価
な
ど
に
よ
る
事
務
事
業
の
見
直

し
、
歳
出
構
造
の
改
善
に
努
め
ま
し
た
。

　

新
規
施
策
な
ど
の
政
策
的
な
経
費
に

つ
い
て
は
、
選
挙
後
の
新
市
長
の
下
で

決
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
今
回
は
準

骨
格
予
算
の
編
成
と
な
り
ま
し
た
。

　

任
期
中
、
市
政
運
営
を
誤
る
こ
と
な

く
皆
さ
ま
の
ご
信
託
に
応
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
こ
と
は
、
ひ
と
え
に
議
員

の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、
市
民
各
位
、
市

職
員
の
ご
協
力
の 
賜
物 
で
あ
り
、
あ
ら

た
ま
も
の

た
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

目
の
前
に
は
、
新
し
い
百
年
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
道
程
は
か
つ
て

経
験
し
た
こ
と
の
な
い
険
し
い
も
の
で

あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
が
、
今
後
の
市
政

発
展
の
た
め
、
皆
さ
ま
の
一
層
の
ご
理

解
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

■■
す
べ
て
の
人
が
い
き
い
き
と
生
活
で

　

き
る
「
暮
ら
し
づ
く
り
」

1
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
充
実
と
地
域

　

づ
く
り

　

二
百
九
十
三
億
二
千
七
百
万
円　

○
高
齢
者
や
障
害
者
の
生
活
支
援
、
在

　

平
成　

年
度
の
市
政
を
推
進
す
る
た
め
の
当
初
予
算
が
ま
と

15

ま
り
、
2
月　

日
か
ら
開
か
れ
た
3
月
定
例
市
議
会
に
関
連
の

28

条
例
と
と
も
に
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

　

光
武
市
長
は
、
総
額
7
8
4
億
9
8
2
5
万
円
の
平
成　

年
15

度
一
般
会
計
当
初
予
算
な
ど　

議
案
の
提
案
理
由
を
説
明
し
、

46

新
年
度
の
施
政
方
針
を
語
り
ま
し
た
（
当
初
予
算
の
説
明
は
5

月
号
に
掲
載
し
ま
す
）
。

新
し
い
百
年
に
向
け
て
の
胎
動
が
始
ま
る

市
民
と
し
て
の
一
体
感
を
も
っ
て

市
政
推
進
に
基
づ
く

主
な
事
業

　　　　　　　　　　

                  お尋ね　市役所市町村合併事務局（�� 1111）
　　　　　　　　

　合併協議会では、佐世保市と世知原町にとって大変重要な
ことを話し合いますが、今回は協議会の 2つの主な役割をご
紹介します。
�　合併に向けての事業や制度の統一
　佐世保市と世知原町の住民生活に密接にかかわる事業や制
度の違いの調整を行います。また、合併後の新市の行政運営
にかかわる重要な項目について話し合い、合併するに当たっ
ての約束事となる「合併協定書」の原案をつくります。
�「まちづくり計画書」の作成
　合併後の新市のまちづくりの基本的な方向や、必要となる
事業について話し合い、新市の骨格プランとなる「まちづく
り計画書」をつくります。
　
　合併協定書と新市のまちづくり計画を作ることで、佐世保
市と世知原町の合併後の姿がわかり、これらを基に、両市町
の議会の承認を受けることになります。

協議会の役割

2
期
8
年
を
振
り
返
っ
て

今
後
の
課
題

市
民
各
位
の
ご
協
力
に
感
謝

   ことし 2月 3日佐世保市・世知原町合併協議会を設置し
ました。合併協議会の議事録や資料は、佐世保市・世知原
町合併協議会のホームページ（佐世保市のホームページ
「www.city.sasebo.nagasaki.jp」からリンク）や市役所 6
階行政資料閲覧コーナーで公開しています。
　会議もすべて一般に公開され、開催日時や場所などは合
併協議会のホームページに掲載していますので、ご自由に
傍聴してください。
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